
（09.10.60000）
（09.10.20000）
（10.03.  5000）
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３．出社時 
 

 ・手洗い・うがいをしっかり行いましょう。 

⇒事務所に入る際には、手洗い・うがいをしっかり行いましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・朝礼などでの周りの人との接近のしすぎに注意しましょう。 

⇒潜伏期間中で発症していない同僚などがいるかもしれません。 
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４．点検・清掃 

 

 

 ・清掃用具の衛生管理などに注意しましょう。 

⇒用具の共同利用に注意し、清掃時の手袋着用などを行いましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・社内の衛生管理にも注意しましょう。 

  ⇒手洗所・トイレ等の衛生管理も 
   心がけましょう。 
  （清潔に保つようこまめに清掃しましょう） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｙ Ａ
Ｍ
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５．点呼 

 

 

 ・距離を離して点呼を受けましょう。 

⇒飛沫感染を防ぐため、距離を離して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・体温チェックをしましょう。 

⇒点呼時に体温のチェックを行い、 
報告しましょう。 

 

飛沫感染 

に注意 
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６．運行中 

 

 

 

 ・会社との連絡を緊密に行いましょう。 

⇒定時連絡などで健康状態を報告 
しましょう。 

⇒体調が悪化した際には、すみや 
 かに会社に連絡して指示を仰ぎ 
ましょう。 

 
 
 
 
  

 

・注意事項を書いたカードなどを携行しましょう。 

⇒新型インフルエンザ相談窓口などの連絡先が書かれたカードを携行し、

万が一に備えましょう。 
 
 
 
 

 

 

手洗い・ う がいの 実施

感染防止策の基本。

外出先から戻った後は、必ず実施。

咳エチケッ ト の 実施

対人接触、人混みの多い場所では、

マスクを着用。

自身の体調・ 体温管理

自身の平熱を把握し、適宜計測。

35

6

3
7

8

9

4
0

1

2

会社への連絡の徹底

体調不良の場合は、無理に運転しない。

医療機関 ・ 新型インフルエンザ 相談窓口

への連絡
感染が疑われる症状が出たら、かかりつけの医師、
いなければ最寄の一般医療機関に連絡・相談。

受診する医療機関が分からなければ、各自治体の
相談窓口に相談、紹介を受ける。
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７．受け渡し・荷役 

 ・相手先到着時・出発時には、可能なかぎり手洗い・うがいをしましょう。 

 ・相手先ではマスクを着用しましょう。 

・相手先では咳エチケットを励行しましょう。 

 ・書類の受け渡しや積荷の積卸しの際に、お客様との直接接触を減らすよ

うにしましょう。 

⇒会社からの指示に基づき、直接接触が少ない方法で行いましょう。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・荷役機器使用の際は手袋を着用しましょう。 

  ⇒機器からの接触感染を防ぐため、 
   手袋を着用しましょう。 
  ⇒荷役後、手洗いを励行 
   しましょう。 
 
 
 
 

飛沫感染 

に注意 
飛沫感染 

に注意 
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８．休憩・休息 

 

 ・なるべく人との接触を控えましょう。 

⇒買い物などの際、特に人の混雑する 
場所は避けるようにしましょう。 

⇒車外に出るときは、マスクを着用 
しましょう。 

⇒車内に戻るときには、可能な限り手洗い・うがいをしましょう。 
 

・食事の際に、手洗い・うがいを行いましょう。 

⇒食前・食後に手洗い・うがいを励行しましょう。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 ・車内の環境を整えましょう。 

⇒仮眠の際には車内が乾燥しすぎないよう気をつけましょう。 
 （50～60％が適切な湿度です） 

 
 ・休息前後での体調・体温チェックを行いましょう。 

⇒体調・体温などを確認し、不調の場合は 
すみやかに会社に連絡しましょう。 

 
 
 ぬれタオル

など
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 Ⅳ．注意喚起方法等 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．ドライバー携行カードの記載例

 

感染防止策の基本。

外出先から戻った後は、必ず実施。

対人接触、人混みの多い場所では、

マスクを着用。

自身の平熱を把握し、適宜計測。

体調不良の場合は、無理に運転しない。

発症した場合、一定期間は自宅待機。

会社名、営業所の名称・所在地・連絡先電話番号

運行管理者氏名と電話番号

運行途上に体調不良等により自身での連絡が不可能

になった場合に備え、他者が連絡ができるように。

会社名

営業所名称

所在地

電話番号

 

 

医療機関、自治体の新型インフルエンザ相談窓口の

名称、所在地、連絡先電話番号

勤務先営業所最寄の分のほか、長距離運行を行う場合

は、あらかじめ運行先地域の医療機関、新型インフル

エンザ相談窓口をインターネット等で調べて記入。

名称

保健所

病 院

所在地 電話番号
感染が疑われる症状が出たら、かかりつけの医師、
いなければ最寄の一般医療機関に連絡・相談。

受診する医療機関が分からなければ、各自治体

の新型インフルエンザ相談窓口に相談、紹介を

受ける。

手洗い・ う がいの 実施

感染防止策の基本。

外出先から戻った後は、必ず実施。

咳エチケッ ト の 実施

対人接触、人混みの多い場所では、

マスクを着用。

自身の体調・ 体温管理

自身の平熱を把握し、適宜計測。

35

6

3 7

8

9

4
0

1

2

会社への連絡の徹底

体調不良の場合は、無理に運転しない。

医療機関 ・ 新型インフルエンザ 相談窓口

への連絡
感染が疑われる症状が出たら、かかりつけの医師、
いなければ最寄の一般医療機関に連絡・相談。

受診する医療機関が分からなければ、各自治体の
相談窓口に相談、紹介を受ける。

 

医 院
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出所）全日本トラック協会 
「広報とらっく」平成 21 年５月１日号 

●基本的な注意事項に絞って（４～５項目程度）、

大きな文字で分かりやすく表示する。 

●わかりやすいイラスト・記号を挿入する。 

●作業員が集まることが多く、感染リスクの高い 

スペースの、目につきやすいところに表示する。

２．事業所・施設におけるポスターの掲示例
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、
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。
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、
人
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み
の
多
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で
は
、

マ
ス
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を
着
用
。

自
身
の
平
熱
を
把
握
し
、
適
宜
計
測
。

体
調
不
良
の
場
合
は
、
無
理
に
運
転
し
な
い
。

発
症
し
た
場
合
、
一
定
期
間
は
自
宅
待
機
。

感
染
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
出
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
、

い
な
け
れ
ば
最
寄
の
一
般
医
療
機
関
に
連
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・
相
談
。

受
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る
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が
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け
れ
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、
各
自
治
体

の
新
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フ
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の
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感
染
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
出
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
、

い
な
け
れ
ば
最
寄
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般
医
療
機
関
に
連
絡
・
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談
。

受
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す
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療
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各
自
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体

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
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に
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、
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介
を
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け
る
。

感
染
防
止
策
の
基
本
。
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先
か
ら
戻
っ
た
後
は
、
必
ず
実
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。

対
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接
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熱
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